
共 同 研 究

大学共同利用機関の重要な機能として，所外の分子科学及び関連分野の研究者との共同研究を
積極的に推進している。そのために共同研究者宿泊施設を用意し，運営協議員会で採択されたテ
ーマには，旅費及び校費の一部を支給する。次の６つのカテゴリーに分類して実施している。（公
募は前期・後期（年２回），関係機関に送付。）
１．課　題　研　究 ：数名の研究者により特定の課題について行う研究で３年間にまたがるこ

とも可能。
２．協　力　研　究 ：所内の教授又は助教授と協力して行う研究。（原則として１対１による。）

（平成１１年度後期よりＵＶＳＯＲ協力研究は，協力研究に一本化された）
３．研　　究　　会 ：分子科学の研究に関連した特定の課題について，所内外の研究者によっ

て企画される研究討論集会。
４．施　設　利　用 ：研究施設に設置された機器の個別的利用。
５．ＵＶＳＯＲ課題研究：数名の研究者又は複数の研究グループによる開発的な研究で，１年ある

いはそれ以上にわたるもの。
６．ＵＶＳＯＲ施設利用：原則として共同利用の観測システムを使用する研究。

平成１２年度
①課　題　研　究

②協　力　研　究
「マルチカノニカル法による水－氷相転位の研究」を始め１１９件

③研　　究　　会

④施　設　利　用
１．機器利用

「高分子常磁性中心の電子スピン共鳴」を始め５４件
２．計算機利用

「蛋白質立体構造の変化と運動」を始め１５６件
⑤招へい協力研究
「レーザー２重共鳴分光装置の立ち上げ準備」を始め２件

⑥ＵＶＳＯＲ施設利用
「エチルアンモニウムカドミウムハライドの励起子発光」を始め１６０件

研　　究　　会　　名 提案代表者
若手分子科学研究者のための物理化学研究会 三上　直彦（東北大院理）
立体ダイナミクス研究の新展開 大野　公一（東北大院理）
強光子場の化学 山内　　薫（東大院理）
タンパク質の振動分光 小倉　尚志（東大院理）
真空紫外光源の開発とその応用 黒澤　　宏（分子研）
スピン化学の現状と展望（高磁場ＥＳＲの可能性） 加藤　立久（分子研）
凝縮相分子ダイナミクス研究の現状と将来 田原　太平（分子研）
フラーレン化学における新機能探索の現状と展望 小林　　郁（都立大院理）
分子、クラスター、ナノ結晶の原子構造と電子物性の研究会 田中　信夫（名大院工）
動的側面から見たタンパク質の分子科学―揺らぎの理解に向けて― 水谷　泰久（分子研）
有機分子機能体の設計・合成・物性 細越　裕子（分子研）
紫外・真空紫外光領域での新しいニーズと放射光利用 福井　一俊（分子研）
真空紫外線・軟Ｘ線パルスの利用と将来展望 鎌田　雅夫（分子研）

課　題　名 提案代表者名
化学反応に対する溶媒効果の分子論 平田　文男（分子研）
フェムト秒時間分解光電子分光による化学反応の研究 鈴木　俊法（分子研）
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